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０．はじめに

『南方文化』のこれまでの位置づけ

✔1974年6月創刊
「（天理教）伝道部援助の下に有力な先生方の寄稿
を得て」創刊

✔東南アジア研究の場
「南方アジアの社会、文化、言語、歴史等に関する論
文、研究動向、書評等の原稿」を広く募集

✔「新人の登竜門」としての位置づけ

東南アジアを主なフィールドとして研究する
人々におけるオルタナティブなプラットフォーム
としての位置



中川ポータル会社 |  2 0 2 0

０．はじめに

編集委員着任の経緯

✔2015年に編集委員、2018年から編集委員長
私自身の専門は近代教育史、主なフィールドは台湾

✔『南方文化』刊行初期は台湾関係の研究も掲載
（中村孝志先生の存在、1991年に天理台湾研究会発足後は
分離）

✔2011年から天理台湾学会理事、2013年から
『天理台湾学報』編集委員

✔学内の東南アジア研究者の入れ替わり・過渡期
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１．休刊の要因

経済的要因

✔天理教海外部の予算で刊行
（会員組織を持たない、希望者へ無料頒布）

✔経費削減への対応
（印刷所の選定、編集過程の見直し）

✔刊行の意義と経費との関係
（刊行主体の見直しの必要性）
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１．休刊の要因

人的要因

✔運営組織の維持
（査読体制・査読者の確保、専任教員の減少・多忙）

✔編集事務をめぐる課題
（海外部に置かれていた事務局）

✔投稿件数の減少
（学術誌としての意義、学問環境の変化）
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１．休刊の要因

刊行継続のための選択肢

✔刊行体制の変更
（学内雑誌とするか、学外雑誌とするか）

―学内雑誌とする場合は…

・予算を学内のセクションにつける
・経費を負担するセクションの人員が編集事務を担当

―学外雑誌とする場合は…

・予算を外部から獲得 or 会員組織の立ち上げ
・編集体制の見直し、事務局の開設

経費の確保、運営組織の改編
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１．休刊の要因

刊行継続のための選択肢

✔刊行体制の変更
（学内雑誌とするか、学外雑誌とするか）

大学をめぐる現状を考えれば、速やかな対応は困難

廃刊という選択肢もあるなかで休刊という形を選択

経費の確保、運営組織の改編
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２．復刊のために

刊行継続にかかる要因の解消

✔主体的に編集・刊行を担うことのできる人の確保

・研究上のアイデンティティ
・予算確保・組織運営に関する経験
・研究の質の維持向上

✔経費の確保、運営組織の改編

✔学術誌としての位置づけの明確化

・オンラインジャーナル化
・フィールド・位置づけの再検討
・会員組織の立ち上げ、など…

具体的な見通しは
まだ立っていない



ご意見よろしくお願いします

メールアドレス

yamamotokazuyuki1977@gmail.com

山本 和行
（YAMAMOTO Kazuyuki、天理大学)


